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達
磨
を
初
祖
に
仰
ぐ
禅
の
教
え
は
師
か
ら
弟
子
へ
連
綿
と
受
け
嗣
が
れ
、
今

に
そ
の
法
脈
が
受
け
嗣
が
れ
て
い
ま
す
。

相
国
寺
は
、
夢
窓
疎
石
む
そ
う
そ
せ
き

を
勧
請
開
山
に
仰
ぎ
ま
す
。
そ
の
教
え
、

つ
ま
り
法
は
鎌
倉
時
代
に
日
本
へ
や
っ
て
き
た
無
学
祖
元
む
が
く
そ
げ
ん

か
ら

日
本
僧
、
高
峰
顕
日
こ
う
ほ
う
け
ん
に
ち

へ
伝
え
ら
れ
、
夢
窓
疎
石
に
嗣
が
れ
た

も
の
で
す
。

　

法
が
嗣
が
れ
た
そ
の
象
徴
と
し
て
、
師
の
絵
姿
や
袈
裟
が
弟
子
に
渡
さ
れ

ま
す
。

そ
の
絵
姿
を
頂
相
と
い
い
ま
す
。
頂
相
は
法
を
嗣
い
だ
証
で
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
師
の
回
忌
法
要
の
際
に
も
か
か
げ
ら
れ
ま
す
。
夢
窓
疎
石
の
遺
徳
を

仰
ぐ
開
山
忌
、
第
二
世
の
春
屋
妙
葩
し
ゅ
ん
お
く
み
ょ
う
は

の
普
明
忌
な
ど
は
、

今
も
相
国
寺
の
重
要
な
仏
教
行
事
と
し
て
厳
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
法
脈
を
今
に
伝
え
る
頂
相
を
数
多
く
初
公
開
い
た
し
ま

す
。

相
国
寺
本
山
と
、
相
国
寺
の
塔
頭
そ
れ
ぞ
れ
に
育
ま
れ
た
禅
僧
の
営
み
を
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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二
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【
み
ど
こ
ろ
１
】
二
つ
の
列
祖
図　

相
国
寺
の
三
十
幅

（
Ⅰ
期
）
と
大
應
寺
の

二
十
八
幅

（
Ⅱ
期
）

　

禅
宗
の
歴
代
の
祖
師
を
描
い
た
列
祖
図
が
、
相
国
寺
派
に
複
数
伝
来
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
相
国
寺
本
山
に
伝
来
す
る
列
祖
像
三
十
幅
を
Ⅰ
期
に
、

そ
し
て
Ⅱ
期
に
は
初
公
開
、
大
應
寺
伝
来
の
列
祖
二
十
八
幅
を
展
示
い
た
し

ま
す
。
相
国
寺
の
列
祖
像
は
承
応
四
年

（
一
六
五
五
）
の
内
裏
造
営
の
際
に

障
壁
画
を
担
当
し
た
狩
野
派
の
絵
師
が
、
相
国
寺
を
絵
所
と
し
た
縁
で
制
作

を
依
頼
し
た
も
の
で
す
。
一
方
の
大
應
寺
の
列
祖
像
は
承
応
二
年

（
一
六
五

三
）
に
古
筆
了
佐
が
大
應
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
当
時
の
相
国
寺
や
大
徳

寺
の
和
尚
が
着
賛
を
し
て
い
ま
す
。
同
時
代
の
二
組
の
列
祖
像
を
、
今
回
の

展
覧
会
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

【
み
ど
こ
ろ
２
】
頂
相
を
描
く
禅
僧
た
ち

　

頂
相
に
は
、
絵
姿
の
上
部
に
賛
文
が
と
も
な
う
も
の
が
多
く
、
着
賛
者
が

誰
か
、
そ
し
て
誰
に
与
え
た
の
か
、
と
い
っ
た
情
報
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
昕
叔
顕
晫
き
ん
し
ゅ
く
け
ん
た
く

、
鳳
林
承
章
ほ
う
り
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

と
い
っ
た
十
七
世

紀
に
活
躍
し
た
禅
僧
の
複
数
の
頂
相
を
展
示
し
、
禅
僧
の
頂
相
が
い
つ
、
ど

う
し
て
描
か
れ
た
の
か
を
探
り
ま
す
。
一
方
で
、
絵
姿
を
描
い
た
絵
師
に
つ

い
て
は
、
一
部
の
頂
相
に
の
み
落
款
印
章
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
絵
師
が

わ
か
ら
な
い
作
品
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
江
戸
時
代
の
頂
相
に
お

い
て
、
絵
姿
を
描
く
人
物
が
文
室
宗
言
ぶ
ん
し
つ
そ
う
げ
ん

（
相
国
寺
法
住
院
第
九
世
）

や
、
維
明
周
奎
い
め
い
し
ゅ
う
け
い

（
相
国
寺
第
一
一
五
世
）
ら
、
相
国
寺
派
の
禅

僧
で
あ
る
場
合
、
そ
の
痕
跡
が
本
紙
や
箱
書
に
よ
っ
て
判
明
す
る
も
の
も
多

く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
世
に
は
周
文
や
雪
舟
ら
を
輩
出
し
た
相
国
寺
で
、

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
画
僧
た
ち
の
画
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【
み
ど
こ
ろ
３
】
相
国
寺
の
復
興
と
頂
相
制
作

　

相
国
寺
の
第
一
世
で
あ
り
、
鹿
苑
寺
や
慈
照
寺
の
勧
請
開
山
で

も
あ
る
夢
窓
疎
石
む
そ
う
そ
せ
き

の
頂
相
は
、
相
国
寺
本
山
や
塔
頭
に
複

数
伝
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
立
が
中
世
に
遡
る
も
の
も
複
数
あ

り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
新
た
に
制
作
さ
れ
た
頂
相
も
多

く
伝
来
し
ま
す
。
今
回
は
、
狩
野
派
、
住
吉
派
な
ど
に
属
す
る
職

業
絵
師
た
ち
、
そ
し
て
相
国
寺
の
画
僧
に
よ
る
頂
相
な
ど
、
本
山

や
塔
頭
に
伝
来
す
る
夢
窓
疎
石
の
頂
相
を
複
数
公
開
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
Ⅱ
期
に
は
中
峰
明
本
ち
ゅ
う
ぼ
う
み
ん
ぽ
ん

の
中
国
元
時
代
製
作
の
頂

相
か
ら
近
世
相
国
寺
で
制
作
さ
れ
た
頂
相
ま
で
複
数
な
ら
べ
て
公

開
い
た
し
ま
す
。
同
じ
禅
僧
の
頂
相
で
も
絵
師
に
よ
っ
て
異
な
る

細
か
な
差
異
を
比
較
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

夢
窓
疎
石
む
そ
う
そ
せ
き

頂
相　

住
吉
具
慶
筆　

林
光
院
蔵
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アクセス

▶JR 京都駅より

　京都市営地下鉄今出川駅下車

　3 番出口から徒歩 8 分

▶阪急電車烏丸駅より

　京都市営地下鉄今出川駅下車

　3 番出口から徒歩 8 分

▶京阪電車出町柳駅 3 番出口より

　徒歩 20 分、 または市バス

▶市バス 59、 201、 203 号系統

　同志社前下車　徒歩 6 分

▶市バス 102 号系統 （洛バス）

　烏丸今出川下車　徒歩 8 分

開催情報

Ⅰ期　2024 年 3 月 17 日 （日） ～ 5 月 12 日 （日）　　　

Ⅱ期　2024 年 5 月 26 日 （日） ～ 7 月 21 日 （日）

休館日　2024 年 5 月 13 日 （月） ～ 5 月 25 日 （土）　

開館時間　10 時～ 17 時 （入館は 16 時半まで）

拝観料　一般 800 円

　　　　６５歳以上 ・ 大学生 600 円

　　　　中高生 300 円、 小学生 200 円

※一般の方に限り 20 名様以上は団体割引で各 700 円

主催　相国寺承天閣美術館

協賛　一般財団法人 萬年会　鹿苑寺　慈照寺

イベント

◆Ⅰ期記念講演会

2024 年 3 月 23 日 （土）　14 時～ 15 時半

講師 ： 立畠敦子氏 （出光佐三記念美術館　主任学芸員）

「禅僧の肖像画　頂相 ・ 列祖図」

◆Ⅱ期記念トークイベント

2024 年 6 月 8 日 （土） 14 時～ 15 時半

講師 ： 西村俊廣氏 （頂相画家） 「頂相とキュビスム」

場所　当館 2F 講堂 （開場 13 時半）

※各回定員先着 80 名様

◆講座

Ⅰ期　2024 年 4 月 27 日 （土） 14 時～ 15 時半

         「相国寺の年中行事の荘厳と頂相」

Ⅱ期　2024 年 7 月 20 日 （土） 14 時～ 15 時半

         「頂相が制作される時―近世前期を中心に」

担当 ： 当館学芸員　本多潤子

場所　当館 2F 講堂 （開場 13 時半）

※各回定員先着 80 名様

◆ギャラリートーク　14 時～ 14 時半

Ⅰ期　4 月 6 日 （土）、 5 月 4 日 （土）

Ⅱ期　6 月 1 日 （土）、 7 月 6 日 （土）

担当 ： 当館学芸員　本多潤子

場所 ： 展示室

※各イベントには当日の拝観券が必要です。

報道関係者様お問い合わせ先

相国寺承天閣美術館 PR 事務局 （TM オフィス内）

担当 : 馬場 ・ 西坂 ・ 永井

MOBILE ： 090-6065-0063 （馬場）

　　　　　　  090-5667-3041 （永井）

TEL ： 050-1807-2919

FAX ： 06-6231-4440

E-mail ： shokokuji@tm-office.co.jp

〒541-0046

大阪市中央区平野町 4-7-7 平野町イシカワビル 

相国寺承天閣美術館
SHOKOKUJI JOTENKAKU MUSEUM

〒６０２-０８９８

京都市上京区今出川通烏丸東入

TEL:０７５-２４１－０４２３
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